


『Ⅴｅｎｕｓ誕生』

プロローグ

朝早く一人の少女が秋葉原の郊外にある

ＡＫＢ学園を目指して歩いていた。

「ねえ巧、あれって確かⅤｅｎｕｓにいた

美奈じゃない」

「馬鹿だな真理、Ⅴｅｎｕｓはもうとっくに解散したって話だぜ、見間違いだろ」

携帯を操作しながら忙しく返事をする彼に

「そっそうかなあ」

と、恋人の真里は頭を捻るのだった。

 (１)集まった少女たち

「何で私、こんな所に来たんだろう」って呟いていた。

わたし高熊美奈は造船業で財を成した高熊財閥の一人娘として何不自由なく育てられた

成績だって都内では１，２を争うＡＫＢ学園にトップの成績で入ったし、仲良しの友達を集めて

秋葉原少女隊なんてグループを作って歌手の真似事なんかもしてみた。

１３歳の頃両親を拝み倒して受けたオーディションに受かったときなんか、もうめゃくちゃ

うれしかったんだ・・でもある日父親の用事で役場に行ったとき、職員達の会話から

偶然知ってしまった　私が本当の子供じゃーないって事を、そりゃー確かに小さい頃の

記憶なんて無かったのだけどそれでも自分が誰かなんて考えた事なんて一度も無かった　

一体私ってどうして生まれてきたんだろうって　そんな事を考えていたとき

「そっか、学校もう無くなっちゃったんだね」とおかっぱ頭をした少女がそう言って親しげに

私に近づいてきた。　

グループでキーボードを担当していた親友の霧島優子だった

「優子、なつかしいなあ　あの時以来だね」

と私たちは互いに照れ笑いをしたのだった。

実は優子とはグループ解散後なんとなく

距離を置くようになっていたのだ。



２

そこに「あんたらも無事生きていたようね」

と、エレキギター担当だった、ツッパリ少女叶麗菜も姿を現した。

「麗菜あんた今まで何処行ってたんだよ」と

私は解散以後、行方不明だった麗菜を心配した。　

「麗菜は、ごめん　ごめん　少し考える所があってさ」と答えたのだけど

何故か詳しい事情は話してくれなかった　でも噂によると最後まで喧嘩していた

父が病気で亡くなったのが原因らしかった、影でこっそりとⅤｅｎｕｓを応援してくれていたら

しい。

「よっ、みんな久し振りじゃん」といつの間にか

ベース担当だった結城友美も話しに加わっていた。　

私たち４人はたった一つだけ残った古い体育館の前に集まっていた。

「でもみんなどうしてここへ」と私が尋ねるとみんな何かに呼ばれた気がして

ここへ来たのだと言う

「後の３人は今頃どうしているのかな」

と優子が言ったので、私は「敦子も恵も峰ちゃんもみんなきっと何処かで

元気にしているさ」と適当に答えたのだった。

思えば私たちは６年前にアイドルオーディションに申し込み最終審査まで残った間柄だった。

しかし結局北海道から応募した阿倍湖夏が合格し、他の７人は落選したのだった。

でもみんな１３歳と言う同年齢と言うこともあってだんだん意気投合していった

落選組７人でⅤｅｎｕｓと言うバンドを立ち上げ、ある者は詩を書きまたあるものは曲を作った

　インディーズからのスタートだった

のだけど最初はなかなか売れなかった　でも自分たちの可能性を信じて誰よりも練習を続け

プロモーション活動だって自分たちで積極的に始めた　

誰一人歌手になることを信じて疑わなかったからだ。

そういった努力が実り始め、翌年メジャーデビューを果たすと先にデビューした

阿倍湖夏を隅に追いやり新人賞の候補に上るまでになった　そんな時あの事件が起こった

敦子というメンバーの一人がシンナー遊びを先生から注意されたのだ

その事件をきっかけにメンバー内でいじめが横行し始めわずかデビュー３ヶ月で

Ⅴｅｎｕｓは解散に追い込まれていったのだった。



トマレ！

(２)呼ぶ声

体育館の中には『ゴーッ』と言う風が吹き抜けていた。

「美奈、なんか聞こえない」

と敏感な麗菜が何かを感じ取った

「別に、友美には聞こえなかったよ」

「いや、優子にも聞こえたよ」

「でもー、今は誰もいない筈じゃーないの」

そのとき『ザザーッ』『ザザーッ』

と何かが流れる音がはっきり聞こえてきたので私たち４人は「きゃー」と悲鳴を上げたのだった

。

「じゃー皆で行って見れば」

と麗菜が言い出したので、皆はしかたなく

崩れかけた　体育館の中に入っていった、体育館の中はまるで異世界のようであり

砂漠に覆われた廃墟の村には『Ⅴｅｎｕｓ』

と書かれた看板が落ちていた。

見たところこの村には誰も住んでいないようだったので　私たちは村を捜索して歩くことにした

、しばらくすると壊れた家の前に座ったままでいるレーオンと言う老婆を発見した　私は「あ

のう、ここは何処ですか」と尋ねた　頭を三つ編みにしたおばあさんのレーオンは「ここはのう

、デルクラルの中心じゃった　鷹菜村じゃよ」と答えてくれた「たっ鷹菜村、どっかで聞いたよ

うな」

そう呟きながら通り過ぎようとした私たちを

再び呼び止めたレーオンさんは

「あのう、お嬢さん方そんな変な括弧しておるから気づかなんだが昔どこかであったこと無い

かい」と聞いてきたので私たちが「知らない」と答えるとレーオンさんは素っ気無く

「そうか」と言い　また座り込んでしまった。

しかし村を歩いているうちに私たちも段々と思い出してきたのだった。

友美が「ここ知っている、いつも夢に出てくる光景にそっくり」と切り出すと他の３人も

急に何かが弾けたように「エッ」と互いの顔と顔を見合わせたのだった。

それもその筈、全員が夢で見た風景と同じだったからだった「不思議だねぇ、でもこんなことっ

てあるのだろうか」と私たちが考えていた時、向こうからピラニアの形態をした怪物たちが現れ

『ガッガー』と吠え、私に襲い掛かってきたのだ　私は思わず「きゃあー」と悲鳴を上げた

　そのとき「ミナさん危ない」って一匹のケモノ(獣馬)が私の前に現れた

　そして私を突き飛ばし、代わりに重症を負ったのだった。



『デルクラルの創世神話』

「・・あんたは・まさか・トマレ」

その瞬間私は遠い記憶を思い出していた

ここは神話以前に存在した理想郷デルクラルだと言う事、無数の怪物たちによって

廃墟になったのだという事、そして自分たちはそこから未来の地球に逃れてきた

戦士の子なのだという事を・・

(３)世界の始まり

その昔宇宙には何も無かった、ただ百空の闇が辺りを包んでいたのだった

ある時異世界より３面の顔と６枚の翼を持った創生の神オルディナスが

次元の扉を裂いて現れ宇宙に星の種をばら撒いたと言う

そしてその一つが菜ノ国(デルクラル)となったのだった。

その楽園には妖精人の実が生っていてそこからラマォスとアダムスと言う双子の

妖精人が生まれた　だが世界にはまだ何もなかったので兄のラマォスは

「女神よどうか光をください」と天に願った。

すると太陽霊神ラードが現れ日の恵みを与えた　次にラマォスは「大地をください」

と願った、すると今度は大地と作物の精霊ラホメル・モァーラが現れ大地を切り開いたのだった

　最後にラマォスは「水をください」と叫んだ　雷と共に天から水竜ジル・ドーラが舞い降り　

海と川と沼地などを作っていった

ラマォスは割れんばかりの声で「ありがとう」と女神に感謝の意を伝えたのだった。

彼は兄弟で力をあわせ村作りをはじめようとしたのだが、アダムスは優秀な兄に嫉妬し手がつけ

られなくなっていった、そこでオルディナスはそれぞれ２人の骨格からイブナ、オシナと言う

女性を作り、それを伴侶として与えた

「お前たちはこれから力を合わせ国を繁栄させなさい　そしてこれからは

人間の営みによって多くの子孫を築くのですよ」と語った

大喜びした２人は村作りに励むようになった。



試練

イブナとオシナはそれぞれ３組の男女を産みそれらと力をあわせて

鷹菜と言う村が出来上がったのだった。　その後妖精人たちは神々の守護の元

国は発展していったのだが

そんな彼らに女神は数々の試練を与えたのだった。

１つ目の試練はアールマン・ゼィヨと言う巨人に首都鷹菜村を襲わせた

２つ目の試練はそれによって起こったダムの決壊であった　だが妖精人たちは

ラマォ兄弟の指導の下、見事に数々の困難に立ち向かっていったのだった

女神は力を合わせれば何でも成し遂げられる事を教えたのである　

こうして菜ノ国の王に選ばれたラマォスは周辺に作った

鷲菜(わしな)　来瑠菜(くるな)　芦津菜(あしつな)　等の

３つの国とそれぞれ平和条約を結んだ

神殿らしき物も盛んに作られるようになっていった。



天上界を追われた蛇

しかし菜ノ国が出来て数十年がたった辺りから人々の心に少しずつ変化が起こった

従順だった民たちの心を慢心が少しずつ支配していったのだという、その頃天にある神々の国

アトラントでも反乱が起こったと言う　銀の翼を持った天使長シスフィーナはオルディーナスの

支配する天の半分を支配しようと妖精や一部の精霊神たちを唆し反乱を企てたのだった

しかしオルディーナスの繰り出した聖剣セールゲーアによって胴体を貫かれたシスフィーナは

オルディナスの手によって天から投げ落とされた　その時美しかった翼は

自らの罪によって重くなり、あっという間に成層圏を落下していった　

あるとき薬草を摘みに森へ入ったイブナは不気味な蛇ザザーラの誘惑に嵌まり

あろう事か禁断の木の実を食べてしまった　それを夫アダムスにも与えたらしい

その結果２人は欲望の虜になり最後にはピラニアの形態をした

　ガロスと言う怪物になったのだった、そして村人達を次々に食べつくしかつての美しい

楽園は失われていったのだ、人々はこの邪悪な蛇を

天を負われたシスフィーナではないかと噂するようになった。



『戦士たち！』

(４)７つの星の誕生

ラマォスはオシナの娘ユアンとの間に３人の子を儲けた、賢いが乱暴な長男ワシダカ

美しいが冷静さに欠ける長女カナダカ　そして腕力が強くて人望もある末っ子のクマタカでした

この３人が二十歳の時　後継者問題が起こった　鷹菜の決まりでは家督を継ぐのは

いかなる場合でも長男であり　それは鷹菜以外の国でも同じであった

　しかしラマォ王は「他の国はともかく　この鷹菜国はデルクラルの中心なのだ

それゆえそこを収める王は決して年齢とか序列で決めてはならぬ　たとえ女性であっても

適任者なら王になれる事にする」と宣言したのだった

　無論　王のこの意見には多数の反対者がいた　そこで王は住民たちによる投票によって

次の王を決める事にしたのだった、これが現在も行われている選挙の原型である。

その日から各支持者たちは住民たちにあの手この手で多数派工作に躍起だったが住民の

ほとんどは賢く人望もあるクマタカを推したのだった。

「この投票は無効だ」と叫ぶ者まで現れた

そして二七歳の時ようやくその騒動は収まりめでたく王となったクマタカは

目の前の障害を取り除かなければならなかった　



少女と獣馬

それは父の代から増え続けていた魔人ガロスたちだった

「このままではこの国は魔物の国になってしまう」クマタカはこの危機的な状況を

予言の神ジブラ・ナイスに救いを求めた

ジブラ・ナイスは『デルクラルに危機が訪れる時、彼の地から７つの星が誕生する

男子ならエンドラ　女子ならばヴィーナスと呼ばれる戦士になるだろう

その者達が無事に成長することが出来ればこのデルクラルの大地は

蘇るであろう」と言う神託を下した

次の年デルクラル全土には体の何処かに星型の紋章を持つ７人の少女たちが生まれた

中でもクマタカは娘のミナを龍族のリーダーとして厳しく鍛えていたのだった。

５歳になったミナは毎日のように父クマタカに剣術など武術全般を習っていた。

「ミナどうした、かかってこんか　おまえはやがて龍族の長になるのだ　そんな事では

わしの後を継げんぞ」と鋭い目で娘を睨む

クマタカにミナは倒されても　倒されても、何度でも果敢に父親に向かっていったのだった

　周辺の村にはいつも『カキーン・カキーン』と、鋭い剣の音が響いていたと言う。

(５)少女と獣馬

ある日の事夕食を済ませたミナはこっそり鷹菜の村を抜け出した

「父上ったら朝から晩まで修行　修行ってもう嫌になっちゃうよ、たまには気分転換もしたいの

よね」と抜け出したまでは良かったが

村から一歩も出た事がないミナは、紫苑の森近くをうろついているうちに完全に迷子になって

しまった　「ねえ　ここ何処、道わからなくなっちゃったよーう」とミナはその場に座り込んだ

のだった、そのとき道の向こう側から体の３倍程もある大きな荷物を乗せた中くらいのトロ(獣

馬)を連れた３つも頭があるラルマハ族のおじいさんが現れた　このデルクラルの国ではトロと言

う猪とヤギの愛の子のような獣馬を家畜として飼育していた。

「何だもうへたばったのか、役立たずは要らねえだ」とおじいさんは怒鳴り

何度も鞭で打った挙句トロをその場に残して立ち去ってしまったのだった。

「まあ　こんなに荷物を乗せなくてもいいのに」と、トロに駆け寄ったミナは鞭で打たれた傷に

薬草を塗ってあげた　獣馬は「ありがとう、おいらこんなに親切にされたのは初めてだモー」

とお礼を言った

｢私ミナ、ところであんた　鷹菜村までの帰り道分かる｣と尋ねると

「わかるって、誰にものを言っているモー、おいらに分からない道は無いモー　

それにおいらにはトマレと言う、立派な名があるんだモー」と獣馬は抗議したのだった。

「じゃートマレ、私の事もこれからはミナって呼ぶんだよ」

ミナはトマレの背中に乗り鷹菜村まで送ってもらったのだった。



２

それからトマレは同じ年に生まれた７人の少女たちの人気者になっていった

少女たちは修行がない日は、鷹菜の丘をトマレと駆け回って遊んだ

「ほらトマレ、こっち　こっち」とマレイ・ボールと言うフリスビーのような遊び道具を持って

挑発するレイナ

「ほーら、今度はこっちだよ」とレイナからボールを受け取ったおかっぱ頭のユウコが

ウインクする　「よっし、今度こそボールは頂くモーよ」と夢中でボールを追いかけるトマレ　

その日の昼食は丘でミナの母マロンナさんと手伝いに来ていたレーオンと言う少女が作った　ゲ

ッタコ料理(海豚ダコを蒸した菜ノ国の一般的な料理)を草原に座ってみんなで食べた。

「美味しいねトマレ、私たちずっと友達でいようね」と言うとユウコ達も「そうだね」

と頷いていた　「私たちいつまでも親友だよ約束したよ」　みんなでそう確認しあったのだった

。

　「これから何しようか」

「ミナ少しは自分で考えな」

「私はレイナみたくめったに休みはないので、考えない事にしているの」

と中々行き先が決まらなかった

「ではこの先にあるギリ―ラの丘を見に行ったらどうですか」

と手伝いに来ていたレーオンが口を挟んだ。

「ギリーラの丘って、それ何処にあるの」

とユウコが質問したら　トマレが「道案内ならおいらに任せるモー」と力強く言ったので

　私たち７人はみんなでギリーラの丘に行く事にしたのだった。

ここで少し整理しておくと、妖精人達は成人

(男女１５)すれば背中から折りたたみ式の翼が生え　

地上なら自由に飛ぶことが出来るのだが　ミナたちはまだ子供なので

ギリーラの丘までは全員で歩いて行ったのだった。



ノリルの不思議な話

「ふう、まだ着かないのレイナ疲れたよ」

「もうすぐだモー」

そのとき輝く丘が頭上に見えてきたので　私は「あっあれじゃない」と指を刺した

「そうあれがギリーラの丘だモー」

私たちは一目散に丘に駆け登った　

その瞬間眩いばかりの光が『ピッカー』と７色に輝き交互に差し込んだ　「わあ綺麗、とっても

感動的だわ」とユウコが両手を広げて伸びをした　私もトマレも、他のみんなもこれには大満

足だった。

「さて遅くなるといけないからそろそろ帰ろうか」と私が歩き始めたとき、何かが足に

『ゴツン』と当たった　何事かと足元を見ると「痛ってえなあ、いきなり何すんだ」

と声が聞こえたのでそこに目をやると小さなウサギが寝ていたのだった。

「何よこれ」と驚いた私に向かってそのウサギは『おいらは風の島から来たノリル』だとと名乗

った。

「どうしてここへ」と尋ねると　ノリルは

少し目を閉じ「空(くう)が目覚めた」と言うのだった。

私たちはみんなで丘にある洞穴に腰掛、ノリルの話を聞くことにした、ノリルは

風の島で起こった出来事とその後の冒険談を語ってくれた。

○風の島＝シー・ラビット

「おいらが生まれた風の島は自然と豊かさに

育まれた美しい所だったんだ、島はラビットストーンと言う霊石が採れ　

住民のほとんどは漁や狩を生業としていた　ある日おいらと父さんのパパリルは

病気のヤゴンさんに新鮮なトロンチ(魚面貝)を食べさせようと遠くの海まで漁に出んだけど

突然空が『パチパチ』したと思ったら何も無いところが穴が開くのを見たんだ　

もちろん最初は小さな点だったのでみんなは気にせず漁をしていたんだけど

その穴はだんだん大きくなっていってとうとう風の島事呑み込みやがった

おいらは父さんが作ってくれた　気球、アッカンベ猫を操り何とか脱出したんだけどさ」

「ふーん、不思議な話だけど、メグたちには関係なさそうね」

「そう思うのは話の続きを聞いてからだろ」

「えっ、まだあるモーか」

「当たり前だ、これからが本番さ」とノリルは『ニヤッ』と笑い、また話し始めた。



空(くう)の恐怖

○巨人の国ガリバレル

「それからは旅芸人として生計を立てていたおいらがアッカンベ猫とやってきたのは見るから

にでっけぇ人間たちが住んでいるガリバレルだった、魔犬シルクヴェル(暗黒神ダーク・ナモの番

犬)を信仰する彼らは小人族を食料にしてやがったんだ、おいらも何度となく危険にさらされたけ

どアムールと言う美しい巨人の一人がおいらの芸を気に入ってくれて、芸人として　雇ってくれ

たんだ　でもそんなガリバレルにも空は現れやがった　ある日首都ガリバードで興行をしてたお

いらは黒い穴に『ゴー』と飲み込まれる町や巨人達を見たんだ、まあおいらはアムールさんが

アッカンベ猫事遠くへ　ぶん投げてくれたおかげで助かったのだけどさ」

ノリルの話を聞いたみんなは「何か怖い」と強気のレイナまでが震えていたのだった。

「ではノリル最後の冒険と行きましょう」

と大げさに挨拶すると、ノリルは３つ目の話を始めたのだった。

○恐竜の国ザウン・パポ

「おいらが３つ目に立ち寄った国はザウン・パポと言う恐竜の国だったんだ」

「へー恐竜ってホッテンロッド(巨神族)

のようなもの」と、トモミの質問にノリルは笑って「ホッテンロッドは知らないけど、多分違う

と思う」と答え　また話の続きをはじめたのだった。

「そこにはデングル・ワンコと言う人間たちが住んでいたんだけど彼らの知能は大変低く

よそ者のおいらはたちまち捕らえられてしまったんだ「それは大変だモー」

「彼らはベロンちょ　と言う樹木の皮で作った丈夫な縄でおいらを縛り、丸焼きにしようとし

やがった、さすがのおいらもこれまでかと諦めかけていたときマポンと言う恐竜が

おいらを助けてくれたんだ　デングル・ワンコ達も石斧や電気槍などで応戦したんだけど

さすがに巨大な恐竜には歯が立たなかった」

「よかったじゃない、でも何で助けてくれたのかミーたんはさっぱり分かんないよ」

「それは恐竜のほうが彼らデングル・ワンコ達よりも知能が高かったからさ

それに彼らは何かと集団で恐竜狩りをしていて敵対していたって事情もあったんだ

とにかくおいらはマポン(女性らしい)にザウン・パポを案内してもらったんだ　

ザウン・パポは首都シーラ・ポリスを中心に発展した海洋惑星だったんだ

おいらは毎日マポンとザウルの森を駆け回って遊んでいた、ところがここにも

いつの間にか空(くう)が発生していたんだ、一点から

発展した空は首都シーラ・ポリスをはじめ　ザウン・パポ全体を飲み込んでいったんだ

何故おいらが助かったのかは覚えてはいない

だけど「アンタニガシテアゲル」と言うマポンの声が記憶の中に残っているんだ」



双子？の予言

ノリルの不思議な体験を聞いたみんなは黙っていたのだけど、ユウコが「これってガロス

とは関係ないよねぇ」とポツリと呟いた

「さあ関係あるのか　ないのかおいらにも分からない、ただ言えるのはいつかここにも

空は現れるってことだけさ」とノリルは答えるのだった　全員絶句していたけど私だけは知って

いたんだ　あれはいつだったか父と訪ねたジブラ・ナイスの神託所にあった預言書それには『闇

より現れし物、全ての不思議世界を飲み込もうとする　それに立ち向かえるのは龍の血を継ぐ双

子のみ』と書かれてあった

(私たち７人の中には双子は一組もいないだとすれば誰かが結婚して双子を生むって事？

その２人が空(くう)と戦うって事なんだろうか、それはいつなんだろう)と考えていたとき

「どうしたおねえちゃん、そう深刻にならなくてもやつが現れるのはおそらく数百年先さ」と

ノリルは笑うと再びアッカンベ猫に乗りこんだ

「もっ　もう行っちゃうの、せっかく友達になったのに」とユウコは残念そうだったが

ノリルは「おいらはいろんな世界が見たいのさ、いつかまた会えるときが来るだろ　それまでま

たなぁ」と手を振るとのリルは旅立っていったのだった、私たちみんなは彼の話が嘘である事

を祈っていたのだった。　

(７)未来への脱出

だがガロスとの戦いは年々激化していた

彼らはデルクラルの首都である鷹菜国に総攻撃を仕掛けてきたのだ　

妖精人達は勇敢に戦ったのだが　無限とも思えるガロス軍の

力の前に苦戦を強いられたのであった。

その夜四つ目族の長老ヨーバ(妖婆)の館に集まったクマタカと

妻のマロンナをはじめとする龍族の勇士たちは朝まで対策を話し合ったのだった。　

そして次の朝ミナ達７人の子供たちを鷹菜の砦に集めたクマタカはこう切り出した

「ガロスたちの動きが予想以上に早い、おまえたちが成長するまで

この国はもたないかもしれない」　

「そこで村中の皆で話し合った結果あなた達を未来の地球に送ることにしました」

とクマタカの妻マロンナが話を引き継いだ

龍族には全員が力を合わせれば一度だけ時間を超えることが出来る

次元転移の術が伝わっていた　それを未来を受け継ぐ子供たちのために使おうと言うのである。



未来への脱出！

「そんなの嫌だよ、ミナたちも戦うよ」

「そうだよユウコ達だって戦えるよ」

「おいらだって、戦うモー」

「その意気込みは立派だがお前達はまだ６歳にも満たぬ、戦士として成長するにはまだまだ時間

がかかる」

「ゆえにあなた達は未来の地球でそれぞれの心を成長させなさい、こっちでの記憶は失われる

でしょう　でもいつか心に誰かの呼ぶ声が聞こえた気がしたなら　迷わず行動に移しなさい、そ

のときこそ　あなた達の止まった時間が再び動き出すのです、その時までミナ

あなたがみんなを導くのですよ良いですね」　

「でも私、逃げ出すの嫌だな」

「いいえ逃げるのではありません、力を蓄えるための旅立ちだと思いなさい」

「はい、母上」

「きっと帰ってくるんだモー、それまでいつまでも待っているモー」

「トマレそれまであんたも生きているんだよ

約束したよ」

「分かったモー」

私はしばしトマレと抱き合っていた、他の皆もトマレとの再会を心に誓っていたのだった。

「では行ってこい我が娘達よ、そしていつの日か戻ってくるが良い　このデルクラル

いや惑星ＭＡＯを救うために」

父クマタカは力強くそう言って私たちを送り出した。

一族のみんなは輪になってわたしたちを囲むと心を一つにして

「偉大なる我ら龍族の神

ジル・ドーラよこの子らを遥かなる未来へ送りたまえ

〜デルクラル〜エンドラル〜オッペケペーデルクラル〜エンドラル〜オッペケペー

デルクラル〜エンドラル〜オッペケペー」と３回呪文を唱えた　すると空間が開き

私たち７人を未来の地球へと誘ったのだった

「逃げるんじゃないからね、いつか帰ってくるんだから」

私たちは自分自身にそう言い聞かせていた。

(８)それぞれの時間

１９９６年東京　春

全国的に地震や津波といった災害が相次いだ

この年、関東地区の各地で異様な衣装を身に纏った少女たちが発見させた

　私を含めなぜか全員名前以外は記憶を無くしているようだった。

皆はそれぞれがそれぞれの夢を追いかけ成長していったのだった・・・やがて一つになる為に



『海の思い出』

千葉の森の中で発見させた私は国風園と言う

孤児院に入れられたのだった、国風園は

代議士だった国風東によって１９６１年に浦安に作られた小規模な施設だった。

中にはお下げが似合う真奈美ちゃん、少しやんちゃなタケルくん、おとなしいケントくん

そして太っちょの安丸くんとおかっぱ頭をした優子ちゃんの５人がいた。

「今日は皆さんにお友達の紹介をします」

と、東の孫国風まゆみ先生が子供たちにそう言ったので　私は自己紹介をはじめた

「えー、はじめまして私の名は美奈といいます、どうしてここにいるのか分からないけど仲良く

してください」とお辞儀をした、すると他の子供たちからは

『パチパチパチパチ』と拍手が起こったのだった。

長い髪をかき上げながらまゆみ先生は「それじゃあ美奈ちゃんは優子ちゃんの隣に座ってね」

と言ったので私はおかっぱ風のその子の隣の席に座ったのだった。

しばらくしてその子が「あなたも記憶がないんだ」と耳元で囁いた　「えー彼方もなの」

と私が聞き返すと、その子は笑って

「えへっ、私優子これから仲良くしようね」

とウインクしたのだけどその仕草がなんとなく懐かしく思えたの

私たちはいつか人々を感動させられる歌手になりたいと言う同じ夢を語り合った

子供を事故で亡くした高熊家に養女(戸籍上は実子)として引き取られたのは

この少し後の事だった。

それはある晴れた日、ここへ来て三ヶ月になろうとしているときだった

私と優子はケントくんと秘密の隠れ家でお城ごっこ(王様と召使)をして遊んでいた時

見るからに高そうな白い車が園の前に止まった　中からは優しそうな紳士と

少し疲れた感じの女性が出てきて園長のまゆみ先生と事務の牧原先生とが

紳士たちを向かえたのだった、４人は何やら話し込んでいるみたいだったが

ここからでは遠くてよく見えなかった

｢何　話しているんだろうね」と私が言ったら普段はおとなしいケント王子が

「近くでこっそり聞いちゃえばいいんだ」と手招きしたので私たちは草むらに隠れて

まゆみ先生たちの話を聞いていた。

「私は父から受け継いだ造船業をさらに発展させようと躍起になっていました

まあ傍目から見れば家庭を顧みない父親に移っていたかもしれませんが　

それで娘の美奈代は妻任せにしていました　そんなことから妻への感謝を兼ねて

娘と３人で九州のほうに家族旅行に行くことにしたのです。」

と、紳士は重い口を開いた



２

「３歳になる美奈代は大変喜んでくれたのですが、阿蘇算近くで買い物をしていたとき

妻がちょっと目を離した隙に車に引かれて亡くなってしまったのです

　それ以来妻は病人のようになってしまいました　私自身も仕事に身が入らず

悩んでいたところ　先日山井と言う部下がこの施設で美奈代にそっくりな子を

見かけたと言うので仕事そっちのけで

駆けつけたという訳です」

と、涙ながらに語った。

「なるほど話はよく分かりました、牧原　例のモノをとまゆみ先生は美奈の写真を持ってこさせ

た　それを手にした女性は「ほんと美奈代にそっくり」と涙ぐんでいた

「これは美奈ちゃんにとっても、いい事かもしれません、前向きに検討しましょう」

と　まゆみ先生は語ったのだった　そのとき

「やだい、せっかく美奈ちゃんと友達になったのに」

とタケルくんが部屋に飛び込んできた

「そうだよ、美奈ちゃんを連れていかないで」と安丸、真奈美、の２人も現れた

　まゆみ先生は落ち着いた声で「そんなこと言っちゃーいけないわ、みんなだって

お父さんとお母さんが欲しいでしょう　大切な仲間にこんな素敵な両親が

出来るんだから歓迎してあげなくちゃあ」と諭した

みんなを代表してタケルくんが「分かっているよ、僕たちただうらやましかっただけだよ」

と答え先生にしがみついて泣いていたのだった。

私は「ありがとうタケルくん、真奈美ちゃん安丸くんと心の中で感謝していたのだった。

(９)海の思い出　　　

その年の夏　私たちは牧原先生が運転するマイクロバスで神奈川県に向かった。

「ほら優子ちゃん見て、カモメの大群が飛んでいるよ」と私は車の中から指をさした

「ほんとだいっぱいいるね」と優子もはしゃいでいた。

「皆さん目的地に着いたらみんなで海の家を作ります」とまゆみ先生が言うとみんなはいつもな

ら「ちっ、またか」と悪態をつくのだが今回は「任しとけ」って、張り切っていた。国風園では

毎年の恒例行事らしいのだが、

今回は私と優子の最初で最後の参加になりそうだった　それと言うのもあの後優子が音楽家の一

族　霧島家に貰われることが決まったからだった、タケルくんやケントくんたちは「ぜったい最

高の思いで作ろうな」って誓っていた。

海岸に来ると私たちは地元のおじいさんの指示で海の家の準備をはじめた

昔はこの辺りは観光客で溢れていたのだけど、ここ５〜６年は不況の影響で

毎年減り続けていたのだった。

「おまえら今年もまた来たのか、せっかくだからビールくれや」とサングラスをした

そっち風な兄さんがやってきた

「あのぉ、まだ準備中なんですが」



「あのぉ、まだ準備中なんですが」

とまゆみ先生が言うと　そのチンピラは

「そこにあるじゃねーか」と怒鳴った

私は「これはまだ冷えてないんだよ、それでもよかったらあげるけど」と言ったら

「ばかにするない、温いビールが飲めるか」

とそいつは襲い掛かってきた、そのとき私は

とっさに大の大人を投げ飛ばしていたのだった「こっ、このガキー舐めやがってぇ」

と向かってきたそいつの足を優子が払ったので　男は地面に『ドシーン』と

顔から倒れたのだった　まゆみ先生やケントくんたちは「すっ、凄い」と驚いていたのけど　

私と優子は「偶々だよ」と自分たちで驚いていた。



３

お昼はみんなで新鮮な魚類などでおなかを満たした　そのとき　でっかい貝料理を食べていた

優子が突然「これゲッタコに似ている」

と言ったので私も「ほんとだふるさとの味にそっくり」と言ったらみんなが「ゲッタコ？

何だよそれ、まゆみ先生しってる」

「いや聞いたこと無いけど、２人は知っているの」と聞いてきたので私たちは「いやっ、

口から勝手に出ただけ」と言ったらみんなは

頭を捻っていたのだった。

「ねえ、この向こうの岩場におかしな洞穴があるんだけど行ってみないか」とタケルくんが誘っ

たので私は「先生たちが心配するよ」と拒否した　でもタケルくんが「近くだからすぐ帰れるよ

」と言うので私たちは先生たちに黙って沖へ出た　一時間ほどボートを漕ぐと目的地の岩場に着

いた　しっかりとボートを縄で括りつけると　タケルくんが「ほらあの穴だよ」と言ったので　

私たちは洞穴を探検して歩いた「なんか怖い」と一番強そうな安丸くんが震えていたので　私

は「先生が心配するから帰らない」と言ったのだった

「帰るってたってどっちだっけ」とタケルくんが辺りを見回した「おいおい、案内人が迷っちゃ

あ仕方ないだろ」と、珍しく無口なケント王子が突っ込んだタケルくんは「こっちでいいんだっ

たよな」と立ち止まった　するといつもは冷静な真奈美ちゃんが「うえーん帰りたいよう」と泣

き出したのだった

そのとき洞穴全体が７色に輝いた

私は「ここは　たしか　どっかで」

と考えながら「こっちよ」とみんなを誘導していた　何とか迷路を抜け出した私たちが

『ほっと』ため息をついたのもつかの間

今度は安丸くんが「おーい、ボートがないよー」と喚いていた　潮はだんだん満ちてきて

私たちは全員で抱き合って振るえていたのだった。　

そのころ先生は私たちのいないのに気づいて地元の人みんなで探してくれていた

「私たち助かるんだろうか」そう考えていた私の心に

「ミナあなたがみんなを導くのですよ」と言う声が繰り返し聞こえてきた

「助け呼んでくる」そう言って私は海に向かった　後ろからは

「無茶だやめとけよ」と誰かの声がしていたようだけど私はかまわず飛び込んだ

「助けるからね、みんな今助けるからね」でも思ったより海は荒くとても５歳の

女の子が何とかできる筈も無かった

「ギョエーこんなにあるの」

行くときは夢中で距離のことなど考えなかったが目の前には壮大な海が広がっていた

そのとき大きな波が起こり私を襲った

みんなはそれを祈るような気持ちで見守っていた　

そのときモーターボートを操りイケメンの青年が現れた　



４運命の再会？

　ボートの中には私と同じくらいの少女いた　その子は「さっ、あんたこっちにつかまりな」

とは私に手を伸ばした　その手をとった瞬間何かが頭の中を駆け抜けたのだった　

結局私たちは叶家所有のボートに助けられたのだった　

先生やみんなは青年と少女にお礼を言った　その少女は「まったくミナはドジなんだから」

と抱きしめてくれた　「じゃーまたねレイナ」と私は別れの抱擁をしたのだった　

「ところでタケルくん、沖に出たいっていったの　どうせあんたでしょう」とまゆみ先生が尋ね

るとタケルくんは「だって思い出作りたかったから」と言いかけて『あーあ』とでっかい声を上

げた　

まゆみ先生が「どうしたのよ、突然大声なんか上げて」と言ったら

「ねえ、まゆみ先生、さっきの美奈たちの会話少しおかしくない」と質問したので

「そう言えば、何でお互い名前知ってたのかな」と考え込んでいた。

その晩は盛大なキャンプ・ファイヤーで盛り上がった、タケルくんは「ドジったけど

素敵な思い出が出来た」とだけ言って涙ぐんでいた　真奈美ちゃんや殆ど目立たない安丸くんや

ケント王子も涙で前が見えない状態だった　

私と優子は「別れじゃないよ、またいつか会えるよ」と大声でさけんでいたのだった。

別れの朝タケルたちは「美奈、幸せになれよ、俺お前のこと忘れないからなぁ」と梅の木に登っ

て見送ってくれた　３日後に国風園を離れる優子もウインクで見送ってくれたのだった。

私は窓から体を出し梅ノ木に向かって「さようならタケルくん、真奈美ちゃん

安丸くん、ケント王子そして優子　いつかまた会おうねぇ」と叫んでいたのだった。

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜

　

「優ちゃん早く行こうよ」と桜台にある霧島家の玄関の前で私は親友の優子を呼んだ

「待ってよう美奈」と言って急いで玄関から飛び出してくる優子　小学部に進学した私たちは

ＡＫＢ学園で再び隣同士になったのだった、同じ６歳という事もあって、今ではかけがえの無い

親友になっていた。

学校の無い日曜日の今日は私たちが大好きなキナコ娘。たちのコンサートが桜台公園で行われる

のだ、私たちは満員の広場の一番前の席で応援した　会場は『ワーワー』と言う

熱気に包まれていたしばらくして『オオー』っと言う歓声が聞こえたので振り返ると

客席の後ろ側の席から７人組のユニット

キナコ娘。たちが現れたのだった。

メインボーカルのナナが「みんなー今日は私たちのコンサートに来てくれてありがとう、

まずはデビュー曲『星は輝く』を聴いてください」と挨拶した

後ろからは『ナナー、愛しているぜー』と男性ファンからの黄色い声援が飛んでいたのだった。

会場には宇宙をイメージしたプラネタリウムが３Ｄ映像で現れ、軽快な音楽が流れ始めた

 



『少女たちの戦い！』

□  戻る

 (１０)少女たちの戦い

○砂漠世界ＭＡＯ

「トマレ、しっかりしてよやっと会えたんじゃない　美奈を待っていてくれたんでしょ」

「そうだよ　また麗菜たちとボール遊びするんだから、こんな所で寝ている場合じゃないぜ」

と麗菜は大声で励ました。

「・そっ　そうだね　またみんなで遊ぼうモー、でもおいら何だか少しだけ眠くなっちゃった　

ミナさんお帰りモー、おいらずっと・

待ってた・・」

そう言ってトマレは息絶えたのだった

「駄目だ　死ぬなぁ、トマレ」

「キサマタチハ　マダ　イキノコッテイタノカ　たった４人で我々に勝つつもりか」

と恐ろしい形相で４人を囲む怪物たち

「いやっ、４人じゃないよ　私たちもいる」

と何処からか声がしたので振り返ると、Ⅴｅｎｕｓの他の３人が現れたのだった。

「恵？」と私は言った

「敦ちゃんもいるよ」と友美

「峰ちゃん元気だった」と麗菜

そう私たちは思い出していた自分達がかつて

Ⅴｅｎｕｓと呼ばれた戦士の子なのだと言う事を　

ここは神が最初に作り上げた楽園デルクラルだという事を　

そして戦いは遠い過去ではなく今始まるのだということを

「おまえたちを呼びよせたのは私だ、今こそ戦うのだⅤｅｎｕｓの戦士たちよ」

と天空から龍の声が響いた

｢思い出した、みーちゃんたち戦士だったんだね｣と峰ちゃんが笑った

『ガガーォ』と吠え荒野に勢ぞろいする怪物ガロスたち、そのとき私たちは

それぞれ心の中でトマレの遠吠えを聞いていた。

「どうしてここに」と尋ねた優子に

「思い出したんだ、メグ達は戦うために生まれてきたんだって事を」

「誰にでも忘れられない時間があるように

敦子たちの止まっていた時間が、動き出すときが来たんだよ」

と澄んだ目でそう答えたのだった

『ガオー』と唸り突進しようとする怪物たちに「そうだよ、今こそ戦うときだよ」

と私は全面対決を宣言した。



２

７人の少女たちはそれぞれ白鳥や鷹など動物のポーズを取っていた

そして叫んだ

「変身」と　風が起こり天空からは紫の龍が

舞い降り何処からかロックのリズムが流れた

そして光の中から龍の鎧を纏った　私たち

Ⅴｅｎｕｓの戦士が現れたのだった

私の「ゴー」と言う号令を合図に私たち７人の戦いが始まったのだ

自分たちの過去を抜け出すための戦いが・・

♪【銀の翼のノリル】

『真実を見つめながら僕らは生まれてきた

この世界という衣を纏って

いつかは大人になり　歩き出す時が来る　

その日が訪れると誰もが信じていた

だけど世の中は災いと欲望ばかり

穢れ亡き者達は、どこへ消えてしまったので

しょう　ノリル　　その翼を銀色に染め

全ての者たちを　導いてほしい　たとえその

翼が黒く染まることがあっても、いつかは世

界を救うことが出来るはずさ

２番

何もかも忘れたくて逃げ出したこともある

自分と言う存在を否定して

白い鎖でしっかり結ばれていた　

絆って言うやつを、まだ信じていた

人の愛情に染まった天使たち

地球と言う　この星にその答えがあるという

ノリルその翼を銀色に染め、次なる世界

へ羽ばたいてほしい　君がこの世界に安らぎを求めるなら

この無限世界は一つの楽園となる

セリフ『今この星は危機を迎えています

人は人を襲い、裏切り　環境は破壊され続けています

　それらを救うのは政治家でもなければもちろん科学者でもありません　

それは穢れのない心だけです

誰もが信じあい　許しあい　譲り合うことによってのみ

この世界を再生出来のではないでしょうか

その為に何が出来るのか



私たちは今試させているのです』

ノリル人は誰も弱虫なんだよ、でも何かと　戦いながら　

みんな必死で生きてる　アーノリルその翼を銀色に染め全ての者たちを導いてほしい

　たとえつかの間でも時を越えることが出来たなら全ての世界は一つに(融合)なるだろう』



３

集団で攻撃を仕掛けてくる青いガロスたちにユウコのミスト・ブーメランが次々に炸裂する

トモミはメイ・ビーナと言う電磁鞭で戦っていた　

レイナは龍馬マイ・ロビンを操りガロスたちをかく乱していたのだった

メグとミーちゃんはガロスの配下のムカデ人間達に苦戦していた

　だが影のような物が２人を手助けしていたのだった。

「あれは・・トマレちゃん？」

「何バカ　言ってんだよ、いくよ　ダブルハイドラー」と熱線を浴びせる恵とみるく

『ギャーア』とムカデの焼ける音

『てやーあ』とアツコの封陣拳がイブナの額を捕らえていた　

『ウオーォ』と緑の血を流し『ヴォノレー』と荒れ狂うイブナ

一方私は父クマタカから授かった聖剣セルゲイアでリーダーのアダムスと

戦っていたのだけど奴が体内から噴出す暗黒ガスに苦戦していたのだった。

「ワッハッハッハッハッハ、お前如きまだまだワシの敵ではないわ」と勝ち誇るアダム

スくっ　悔しいけど今の私では手も足も出ない」と、崖に追い詰められた私は悔し涙

をしていた。　(負けられない、みんなをこの世界を守るだ)

後のない私はそれでも諦めていなかったその時「ミナ　負けちゃあだめだモー、ミナ

ならきっと倒せる、いやっ　そいつはミナにしか倒せないモー　おいらがそのチャン

ス与えるモー」と言う声が聞こえた、見れば影のような物がガロスの肩に咬みつい

てた「今だモー、おいら事奴を倒すモー」

「だってそれじゃーあんただって」

「ミナ、おいらは実体じゃないモー」

「ようしそういう事なら」ミナは目を閉じ

剣を構え叫んだ「オルディナス・エンドラル

＝ラ・マォダー」その瞬間剣は赤く輝いた

「唸れ、セール・ゲーイ　アー」

『ピッカー』「放せ、ハナ・セ・・」

『ウギャー』

絶叫と共にアダムスは溶けていった、他のガロスたちも

セルゲイアの光を浴びて消

えていったのだった。

「すっ　凄い、これがセルゲイアの剣の力な

のか」と　呟いた私に「違うミナおまえの力だ、剣は仲間を守りたいというおまえの心

に反応したに過ぎない、おまえがみんなを守ったのだ」と龍の声が聞こえてきた

その時　私たち７人は過去を乗り越えた事を悟っていたのだった。



エピローグ・歌は伝説を超えて！

ガロス達を倒した私は、天に向かって声を限りに叫んだ。

「勝ったよ　私たち、トマレー見てくれているよねぇ」その瞳は涙で霞んでいた

他の少女たちも全員トマレを思い出して泣いていたのだった。

『龍の子Ⅴｅｎｕｓの戦士たちよ　よく聞くがよい、おまえたちの活躍によって確かにこ

の世界は救われた　魔人どもに荒らされたこの村も、やがては元通りになるだろう

だがおまえたちは旅立たねばならぬ」とジルドーラは語った。

私は「どうしてですか」と尋ねた

すると「いま世界は急激に破滅に向かっている、それはおまえたち人間が引き起こ

した、環境破壊や慢性的な飢餓が、至る所で拡大しているせいでもある」と龍は告

げた　そのとき私たちの脳裏には　増え続けるゴミ原油の垂れ流しによって死滅す

るや魚たち　飢えに苦しむ子供たち、災害によって家を失った人間たちのイメージ

が々に浮かんできた　「それを救うのは穢れのない心を持った者達だけだ、おまえ

たはもう一つの世界地球を救うために　これからも戦い続けるのだ

Ⅴｅｎｕｓの戦士たちよ」龍はそう告げた　その瞬間私たちは何故か大

粒の涙を流して泣いていたのだった。

「さあ再び時を超えるのだ、すべての世界を破滅から救うために」

そう言うと龍はどこかへ飛び去っていった。

みんなは最後に「トマレー、また会おうね」

と叫んでいた、トマレが何処かで見ている気

がしたからだった。

そして私たちは再び時間を超え　もう一つの地球に帰っていった、全ての世界を

歌と言う武器で救うために　もう一度みんなのアイドルになるために

・・はるか上空からは不気味なドクロが地上を見下ろしていた。

「見事だⅤｅｎｕｓの戦士たちよ、だが我らは人間達の欲望がある限り滅びることはない　

次なる戦いを楽しみにしておるぞ

フッハッハッハッハッハッハ」

〜そして少女たちの歌は時空を超え伝説になった〜　　ＥＮＤ
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